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人口

男 29,240

女 29,251

計 58,491

世帯数 30,567
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今号の主な記事

熱中症のこと

　今年の 7月は猛暑が全国各地を襲い、埼玉県熊谷市では 23 日に、観測
史上最高気温41.1度を、近隣の青梅市でも同日に40.8度を観測しました。
　猛暑の夏に心配されるのが熱中症。東京都では、7 月 16 日～ 22 日の
期間で 1,979 人もの人が熱中症によって救急搬送されており、搬送者数
は昨年と比較し、4 倍近くにまで増加しています。残暑が続くこれから
の時期を乗り越えるために、正しい熱中症予防と対応が大切です。

　総務省の調査によると、熱中症で搬送される約 8 割が高齢者と成
人です。また、患者の約 4 割が入院診療を必要とする傷病を患って
いることから、熱中症と疑わしい場合には、迅速な対応が必要です。
　さらに、熱中症と聞くと屋外で発症するイメージがありますが、
実際に搬送される患者の内、約 5 割の人が住居や駅、飲食店などの
屋内で発症しています。

出典：総務省消防庁「熱中症による救急搬送人員数（7月16日～ 7月22日速報値）」より引用

　高齢者が熱中症にかかりやすい理由の一つに体内の水分量が挙げ
られます。加齢とともに身体の中の水分量は徐々に減少していき、
のどの渇きを感じにくくなることで、若年者と同程度に発汗した場
合でも、脱水症状に陥りやすくなります。
　のどの渇きが起こらなくても、早め早めに水分補給をすることで、
熱中症の予防になります。　

▼体に含まれる水分量（水分量）
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出典：環境省「熱中症環境保健マニュアル2018」より引用・改変

出典：環境省「熱中症環境保健マニュアル2018」より引用・改変
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子どもの熱放散特性
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深部体温の上昇
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環境温＞皮膚温……子ども＞成人
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水分・塩分を補給する

そのまま安静にして、十分に休息をとり、
回復したら帰宅しましょう。

まずは症状の確認！
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▼全国の熱中症による救急搬送状況（7月 16 日～ 22 日）
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数値で見る熱中症１. のどが渇く前に水分補給を！２.

子どもは熱中症になりやすい３. 覚えておきたい 4つの確認４.

症状はよくなりましたか？
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　周りの人が熱中症になった時に備えて、次のことを確認してください。

※1　傷病程度が重傷または軽症以外のもので入院診療を必要とするもの
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出典：環境省「熱中症環境保健マニュアル2018」より引用・改変

　思春期前の子どもは汗をかく汗腺が大人と比べて小さく、汗をかき
づらいため、体温調整が十分にできません。
　また、子どもの身体は大人よりも熱しやすい特徴があり、真夏の炎
天下では、子どもは大人よりも体温が上がりがちですが、うまく放熱
できないため、熱中症にかかりやすくなります。
　さらに、子どもは身長が低いため、地面の熱を受けやすく、大人が
感じる暑さ以上に、高温の環境にいるため注意が必要です。

新生児 幼児乳児 成人男性 成人女性 高齢者


